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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2022年 11月 11日（金）Ｎo 16 

 

例 会 第１４８０回 通常例会/小杉苑 

ソング 四つのテスト、たき火 ：ソングリーダー 阿井誠君 

■ 会 長 挨 拶          樽󠄀井勉君 

みなんさん、こんにちは。 

本日の例会は、７テーブルで普段よりも１つ少な

いです。欠席者が１０人以上いると思います。少

し寂しい例会です。 

先日の週末に静岡グランシップで地区大会があ

りました。総勢１，２００名という大会です。藤

枝南クラブの参加人員は、２０名と各クラブの最

大規模です。 

今までは、山梨遠征要員でしたので、開会点鐘か

ら始まり３時前には退場帰路に向かっていまし

た。今回は、点鐘から懇親会までのフル参加です。 

地区大会は、やはり”祭り”だな、という感じで、

クラブ表彰、ロータリアン表彰、３年後のガバナ

ーまでの紹介、２６２０地区の活動報告が主なメ

ニューです。１日目の夜は、アソシアでディナー

コースで、これなら１５，０００円の登録料だな、

という宴でした。２日目の大宴会は、大ホールで

の立食パーティです。由比の「正雪」、旨い酒でし

た。帰路は、藤枝駅前で大宴会です。 

やはり、ロータリーは宴会が一番です。楽しい一

日でした。 

 

■ 出 席 報 告          桑原茂君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

37／50 74％ 44／49 88％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○飯田君○池ヶ谷君○伊藤彰君○内山君○漆畑君 

○笠原君○川口君○佐野博君○中山君○早川君 

○古川君○村松君○渡邊博君 

(２)メークアップ者  

桑原茂君（静岡北）鈴木健夫君（地区） 

■ スマイル B O X        桑原茂君 

・地区大会で 30年皆出席の賞状をいただきまし 

た。ありがとうございました。 若林秀典君 

・結婚記念日のお祝いありがとうございました 

                稲葉俊英君 

・ミレニアム婚から 22年！！数えやすくて忘れ 

る事なくきました プレゼントありがとうご 

ざいました。         加藤智之君 

・誕生日、結婚記念日、妻誕生日のプレゼント 

 ありがとうございました。またひとつ歳をと 

りました。          鈴木健夫君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございま 

す。 合わせて結婚記念日プレゼントありが 

とうございます。       村松章典君 

・64回目の誕生日と 33回目の結婚記念日ありが 

とうございます。結婚記念日が誕生日の半分 

以上になりました。      鈴木寿幸君 

・お誕生日プレゼントありがとうございます。 

 55才 50代も半分おわりました。 桑原茂君 
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スマイル累計額  ３５６，０００円 

 

■ 地 区 大 会 報 告             

松浦正秋君 

 地区大会２

日間、地区副

幹事として参

加いたしまし

た。大会は、ホ

ストクラブで

ある静岡クラ

ブが全体の企

画・運営を行ない、初日は約２００人、２日目は

約１０００人が参加する大きなイベントでした。 

 与えられたお役目は２日目午前に開催された

地区指導者育成セミナーの講師のエイド（補佐役）

でした。講師の滝澤功治さんは第２６８０地区

（兵庫県）パストガバナーで現在第３地域ロータ

リーコーディネーターをなさっています。前日静

岡駅で出迎え、ホテルまで案内し、翌日ホテルか

らグランシップへの移動にお供し、講演準備のサ

ポートをして、講演終了後、静岡駅にお送りする

というものでした。 

 講演で使用するために、事前に静岡クラブに送

付したパワーポイントのデータの一部が使用さ

れていないことが講演前に判明し、急遽データの

入れ替えを行なうというハプニングがありまし

た。この状況で依頼者は、依頼したことが正しく

なされていないことに不満を表すことがあると

思いますが、滝澤さんはそのような態度を微塵も

見せず、変更作業を見守っていました。ガバナー

を始めとしロータリーは元より、ロータリー以外

でも様々なお役目を経験されている人の立ち振

る舞いはさすがだなと感心してしまいました。僕

自身がその立場でしたら、どうしてこうなったの

かと不満を口にしていたのではないかと思いま

す。 

 静岡駅へお送りしている車中で、クラブ奉仕、

職業奉仕を主としていたロータリーの活動を社

会奉仕へ移している現状について尋ねてみまし

た。滝澤さんはロータリーの認知度を向上させる

ためには、社会奉仕活動を行ないロータリー以外

の多くの人々にロータリーの存在を知ってもら

うためには必要不可欠なことである。しかし、社

会奉仕だけを行なうのであればＮＰＯやボラン

ティア団体と何ら変わらなくなってしまう、様々

な活動を通して自己研鑽に励んでいくことがロ

ータリーである、とお話いただきました。 

 クラブに入会したての頃、ロータリーを続けて

いくためには、自分自身の健康、家族の理解、会

社や事業の健全さの３つが重要だと先輩に教え

ていただきました。周りの人に感謝し、昨日の自

分より今日はほんの少し前に進めるよう、明日は

さらに成長できるようにということを肝に銘じ

て、自分を高めていかなければならないと強く感

じた２日間となりました。 

 

 

鈴木健夫君 

今年度の

RI 会長のテ

ーマはイマ

ジン・ロー

タリーです。 

新しいロー

タリーの形、

新しいクラブの姿というものをイマジン・想像し

行動することを呼びかけています。 

2620 地区のテーマは「不易流行（ふえきりゅう

こう）」です。 

元々は松尾芭蕉が示した俳諧の理念で、いつまで

も変わらないことを指す「不易」と、時代に応じ

て変化することを示す「流行」という相反する概

念がひとつになった言葉です。 

いつまでも変わらないものの中に新しい変化を

取り入れることを指す言葉です。また、新しさを

求めて変化をすること自体が、世の常であるとい

うことも指します。 

芭蕉は「奥の細道」の中で、「変わらないものを

理解しないで基礎は成立しないが、変わるものを

理解しないときには進展がない」と述べました。

この言葉からも、「不易」と「流行」はどちらか一

方を重視するものではないことがわかります。ま

た「不易と流行を同じ位置に置くからこそ、確か

な基盤に基づいた新しい芸術が生まれる」と芭蕉

が考えていたとうかがえるでしょう。 

「不易流行」と似たような意味の四字熟語に

「温故知新」があります。 

昔について調べることで新たな見方や知識を得

ることを指す言葉です。歴史や古くからの監修を

学ぶことにより、新しい何かを発見するというこ

とを意味します。 
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「不易流行」も「温故知新」もどちらも古いも

のを大切にするという精神は同じです。しかし、

新しいものを発見するために古いものを大切に

する「温故知新」と、古いものを大切にしつつ新

しいものを外から取り入れる「不易流行」とでは、

新しいものを取り入れる方法や場所が異なりま

す。 

「温故知新」は新しいものよりは古いものを重

視していますが、「不易流行」は新しいもののほう

に注力している点も異なるといえるでしょう。 

来年５月末にメルボルンで開催予定の国際大

会のテーマは「イマジン・ネクスト」です。 

今回、地区大会に参加して、新しい言葉を教わり

ました。ありがとうございました。 

 

 

若林秀典君 

11 月 5,6 日の 2 日間

参加しました。1 日目は

地区委員長・副委員長、

会長・幹事会があり、RI

会長代理、羽部大仁様

の講演を拝聴し、夕方

からはRI会長代理歓迎

晩餐会が華やかなムー

ドの中で開催されまし

た。食事の最後のデザ

ートのお皿にプリント

された様に見えたローターリーのロゴは見事で

した。(写真下のロゴはキャラメルの上にパウダー

チョコレートをまぶして作製) 

 
2 日目は、午前は地区指導者育成セミナーが実

施され、1 時間ほど勉強をしました。 

午後は本会議、懇親会、お決まりの藤枝に帰って

の 2 次会と有意義な内容の濃い 1 日を過ごし、お

開きとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

11/18(金) 

第 1481回 
外部卓話 小杉苑 

11/25(金)  

第 1482回 
早朝例会  

12/2(金) 

第 1483 回 
クラブ年次総会 理事会 

12/9（金) 

第 1484回 
会員卓話 小杉苑 
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■ 今週の一言        数野晴紀 君 

私の好物は「駅

伝」です。 

娘がスポーツ観

戦が好きで特に

大学駅伝にはま

っております。 

今は大学 3 大駅

伝の２つが終わ

り箱根駅伝を待つのみとなっております。 

実業団・市町村とこの時期の駅伝は目白押しで

す。 

先日、明誠高校が県予選で優勝し、都大路で走

ることが決定しました。息子は今年明誠中学校

に入り、陸上部に入っております。 

箱根駅伝で走ることを夢見て、部活動を頑張っ

ております。 

私も、子どもに付き合って走るようになり、毎

日走らないともやもやする様になり、習慣づい

たのではないでしょうか。 

年始に向けた駅伝シーズンとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／杉山君) 

30 年以上皆出席者表彰 

１１月 6 日（日）地区大会 


